
　　(財)財務会計基準機構会員

平成21年8月10日

株式会社  仙 台 銀 行 URL http://www.sendaibank.co.jp

ＴＥＬ (022) 225-8241    

四半期報告書提出予定日　　― 特定取引勘定設置の有無　　無

配当支払開始予定日　　　　― （百万円未満、小数点第1位未満は切捨て）

1．平成22年3月期第1四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年6月30日）

(1)連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

％ ％ ％

円 銭 円 銭

(2)連結財政状態

百万円 百万円 ％ 円 銭

（参考）自己資本　　　　22年3月期第1四半期　　19,001百万円　　　　　21年3月期　　16,021百万円

（注）「自己資本比率」は、期末純資産の部合計を期末資産の部合計で除して算出しております。

2．配当の状況

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25 00 25 00

50 00 50 00

（注）配当予想の当四半期における修正の有無　：　無

3．平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日）

（％表示は、通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

％ ％ ％ 円 銭

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無　：　無
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－ －

三  井  精　一（役職名）

百万円

－

四半期純利益

総資産

芳　賀　隆　之

純資産 自己資本比率(注)

１株当たり

四半期純利益

潜在株式調整後１株当たり

30

35 －08

百万円 百万円

22年3月期第1四半期

（役職名）

22年3月期（予想）

第2四半期連結累計期間

22年3月期

（基準日）

経常収益

－

21年3月期第1四半期

22年3月期第1四半期

年　　間期　　末第1四半期末

－

－

16,900

経常利益

1,700

8,450 650

百万円 百万円

△ 10.1

△ 8.3

38.1

通　　期

経常収益 経常利益

21年3月期第1四半期

4,762

21年3月期

四半期純利益

－60

4,421 231

295

3827.1△    

－

29.5

－

会 社 名

（氏名）

（氏名）

代 表 者 取 締 役 頭 取

企 画 部 長問合せ先責任者

265

１株当たり純資産

2,116 40

2,510

21年3月期 764,378

22年3月期第１四半期 786,238

16,021

19,001 09

2.0

2.4

87

350

当期純利益

900

百万円

－

12.7△   

1株当たり当期純利益

23

1株当たり配当金

第2四半期末 第3四半期末

-1-



㈱仙台銀行　平成22年3月期　第1四半期決算短信

4．その他

（1）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）　：　無

（2）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用　　　　：　有

　　(注)詳細は、3ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。

（3）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための

　基本となる重要な事項の変更に記載されるもの）

①　会計基準等の改正に伴う変更　　：　　無

②　①以外の変更　　　　　　　　　：　　無

（4）発行済株式数（普通株式）

①　期末発行済株式数（自己株式を含む）　　

株 株

②　期末自己株式数

株 株

③　期中平均株式数（四半期連結累計期間）

株 株

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

1.本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する事項は、当行が現在入手している情報及び合理的であると

　判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は、様々な要因により大きく異なる可能性があります。

2.当第1四半期決算短信に関する計数は、監査法人による監査を受けておりません。

7,569,946 7,571,733

7,591,100 7,591,100

21,234 21,123

22年3月期第1四半期　

22年3月期第1四半期　

22年3月期第1四半期　 21年3月期第1四半期　

21年3月期

21年3月期
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㈱仙台銀行　平成22年3月期　第1四半期決算短信

【定性的情報・財務諸表等】

１１１１．．．．連結経営成績連結経営成績連結経営成績連結経営成績にににに関関関関するするするする定性的情報定性的情報定性的情報定性的情報

 当第1四半期の経営成績につきましては、以下のとおりとなりました。

・経常収益は、貸出金利息や有価証券利息配当金が減少したことなどから、前年同期比3億41百万円減少の44億21百

　万円（第2四半期連結累計期間業績予想84億50百万円に対して52.3％）となりました。

・経常費用は、預金利息が減少したことや経費削減に取り組んだことなどから、前年同期比4億28百万円減少の40億

　39百万円となりました。

・この結果、経常利益は前年同期比87百万円増加の3億82百万円（第2四半期連結累計期間業績予想6億50百万円に対

　して58.8％）、四半期純利益は前年同期比33百万円減少の2億31百万円（第2四半期連結累計期間業績予想3億50百

　万円に対して66.2％）となりました。　

２２２２．．．．連結財政状態連結財政状態連結財政状態連結財政状態にににに関関関関するするするする定性的情報定性的情報定性的情報定性的情報

 当第1四半期末の財政状態につきましては、総資産は7,862億円、純資産は190億円となりました。

 主要勘定の残高につきましては、

・預金等残高は、主力の個人預金や公金預金が堅調に推移したことなどから、前連結会計年度末比188億円増加の

　7,501億円となりました。　

・貸出金残高は、前連結会計年度末比11億円減少の4,897億円となりました。主力の中小企業向け貸出は減少とな

　りましたが、平成21年3月期第1四半期末比では増加となりました。

・有価証券残高は、前連結会計年度末比37億円減少の1,930億円となりました。

３３３３．．．．連結業績予想連結業績予想連結業績予想連結業績予想にににに関関関関するするするする定性的情報定性的情報定性的情報定性的情報

  　平成21年5月22日に公表いたしました平成22年3月期第2四半期連結累計期間及び通期の業績予想に変更はありま

　せん。

４４４４．．．．そのそのそのその他他他他

((((１１１１))))期中期中期中期中におけるにおけるにおけるにおける重要重要重要重要なななな子会社子会社子会社子会社のののの異動異動異動異動((((連結範囲連結範囲連結範囲連結範囲のののの変更変更変更変更をををを伴伴伴伴うううう特定子会社特定子会社特定子会社特定子会社のののの異動異動異動異動))))

　該当事項はありません。

((((２２２２))))簡便簡便簡便簡便なななな会計処理及会計処理及会計処理及会計処理及びびびび四半期連結財務諸表四半期連結財務諸表四半期連結財務諸表四半期連結財務諸表のののの作成作成作成作成にににに特有特有特有特有のののの会計処理会計処理会計処理会計処理のののの適用適用適用適用

[簡便な会計処理]

（貸倒引当金の計上方法）

　　　「破綻先」、「実質破綻先」に係る債権等及び「破綻懸念先」で個別の予想損失額を引き当てている債権

　　等以外の債権に対する貸倒引当金につきましては、平成21年3月期の予想損失率を適用し計上しております。

　　

（繰延税金資産の回収可能性の判断）

　　　繰延税金資産の回収可能性の判断につきましては、一時差異の発生状況について前連結会計年度末から大

　　幅な変動がないと認められるため、同年度末の検討において使用した将来の業績予測等を適用しております。

[四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理]

（税金費用の処理）

　　　税金費用は、四半期会計期間を含む年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理

　　的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じることにより算定しております。

　　　なお、「法人税等調整額」は「法人税、住民税及び事業税」に含めて表示しております。

((((３３３３))))四半期連結財務諸表作成四半期連結財務諸表作成四半期連結財務諸表作成四半期連結財務諸表作成にににに係係係係るるるる会計処理会計処理会計処理会計処理のののの原則原則原則原則・・・・手続手続手続手続、、、、表示方法等表示方法等表示方法等表示方法等のののの変更変更変更変更

　該当事項はありません。
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㈱仙台銀行　平成22年3月期　第1四半期決算短信

５５５５．．．．四半期連結財務諸表四半期連結財務諸表四半期連結財務諸表四半期連結財務諸表

（1）四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表

（平成21年6月30日） （平成21年3月31日）

資産の部

20,121 19,620 

63,500 38,000 

36 34 

193,042 196,819 

489,710 490,866 

222 143 

5,646 4,557 

12,280 12,158 

279 245 

4,148 4,151 

2,356 2,589 

△ 5,106 △ 4,808 

786,238 764,378 

負債の部

729,338 717,838 

20,810 13,430 

8,150 8,452 

0 0 

4,218 3,676 

135 141 

129 123 

23 16 

67 74 

109 115 

1,896 1,896 

2,356 2,589 

767,237 748,357 

純資産の部

7,485 7,485 

5,875 5,875 

4,223 4,180 

△ 62 △ 62 

17,521 17,479 

△ 921 △ 3,858 

△ 0 △ 0 

2,400 2,400 

1,479 △ 1,458 

19,001 16,021 

負債及び純資産の部合計 786,238 764,378 

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

評価・換算差額等合計

純資産の部合計

土地再評価差額金

利益剰余金

自己株式

その他有価証券評価差額金

繰延ヘッジ損益

株主資本合計

資本金

睡眠預金払戻損失引当金

偶発損失引当金

資本剰余金

負債の部合計

再評価に係る繰延税金負債

支払承諾

預金

借用金

外国為替

その他負債

役員退職慰労引当金

利息返還損失引当金

現金預け金

退職給付引当金

繰延税金資産

支払承諾見返

貸倒引当金

譲渡性預金

有形固定資産

無形固定資産

資産の部合計

貸出金

外国為替

その他資産

当第1四半期連結会計期間末

コールローン及び買入手形

買入金銭債権

有価証券

-4-



㈱仙台銀行　平成22年3月期　第1四半期決算短信

（2）四半期連結損益計算書

（第1四半期連結累計期間） （単位：百万円）

前第1四半期連結累計期間 当第1四半期連結累計期間

（自　平成20年4月 1日 （自　平成21年4月 1日

　  至　平成20年6月30日） 　  至　平成21年6月30日）

経常収益 4,762 4,421

資金運用収益 3,901 3,558

（うち貸出金利息） 2,979 2,835

（うち有価証券利息配当金） 843 679

役務取引等収益 568 515

その他業務収益 31 321

その他経常収益 261 26

経常費用 4,467 4,039

資金調達費用 675 479

（うち預金利息） 501 379

役務取引等費用 412 376

その他業務費用 248 40

営業経費 2,907 2,824

その他経常費用 223 317

経常利益 295 382

特別利益 153 6

貸倒引当金戻入益 143 -

償却債権取立益 6 6

その他の特別利益 3 -

0 2

固定資産処分損 0 2

449 387

183 155

法人税等合計 155

0 -

265 231

（注）１．記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

　　　２．第1四半期連結累計期間における「法人税等調整額」は、「法人税、住民税及び事業税」に含めて表示しております。　

　　　　　　　　　

（3）継続企業の前提に関する注記

　該当事項はありません。

（4）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

　該当事項はありません。

特別損失

法人税、住民税及び事業税

税金等調整前四半期純利益

四半期純利益

少数株主利益
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㈱仙台銀行　平成22年3月期　第1四半期決算短信

１１１１．．．．損益損益損益損益のののの状況状況状況状況((((個別個別個別個別））））

・経常収益は、貸出金利息や有価証券利息配当金が減少したことなどから、前年同期比3億39百万円減少の
　43億94百万円（第2四半期業績予想84億円に対して52.3％）となりました。
・銀行の本業の収益力を表すコア業務純益は、経費削減に取り組んだことや金融派生商品（金利仕組ローン
　等）の評価損益が改善したことなどから、前年同期比3億50百万円増加の5億87百万円となりました。
・経常利益は、貸倒償却引当費用が増加したものの、コア業務純益が増加したことなどから、前年同期比
  1億14百万円増加の3億49百万円 （第2四半期業績予想6億円に対して58.2％）となりました。
・四半期純利益は、前年同期比26百万円減少の2億13百万円（第2四半期業績予想3億円に対して71.2％）
　となりました。
・平成21年5月22日に公表した業績予想の修正はありません。

(単位：百万円)

( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( )

(注)１．記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

　　２．「コア業務純益」とは貸出・預金・為替等の銀行本来の業務による利益を表し、一般貸倒引当金の繰入れ、国債等債券の売

　　　　却損益等を加味しない利益です。

業績予想

平成平成平成平成22222222年年年年3333月期月期月期月期　　　　第第第第1111四半期説明資料四半期説明資料四半期説明資料四半期説明資料

資 金 利 益 3,0613,206

（6ヵ月間）

8,400

256

第1四半期

68

697

2,778

240

279△         

8△          

95△          

第2四半期

平成21年3月期 平成22年3月期

第1四半期

平成22年3月期

（3ヵ月間） （3ヵ月間）

(B)－(A)

3,475

前年同期比

339△         

338業 務 粗 利 益 3,137

(A) (B)

経 常 収 益 4,733 4,394

(除く国債等債券損益(5勘定尻)) 3,110 3,366

役 務 取 引 等 利 益 148 132

497

145△         

16△          

そ の 他 業 務 利 益 216△         

8310926

281

人 件 費 1,372 1,238 134△         

経 費 （ 除 く 臨 時 処 理 分 ） 2,873

434

物 件 費 1,252 1,299 47

税 金 248

263業 務 純 益 （ 一 般 貸 倒 繰 入 前 ）

237 587 350

68

629 366

① 一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額 -

業 務 純 益 263

252△         

株 式 等 関 係 損 益 30 0 30△          

そ の 他 臨 時 損 益 58△          65△          7△          

600

特 別 損 益 168 4 164△         

経 常 利 益 235 349 114

25△          

税 引 前 四 半 期 純 利 益 404 354 50△          

300四 半 期 （ 中 間 ） 純 利 益 239 213 26△          

税 金 費 用 165 140

コ ア 業 務 純 益

② 不 良 債 権 処 理 額 - 214 214

臨 時 損 益 27△          

（ 貸 倒 償 却 引 当 費 用 ① ＋ ② ） - 282 282

う ち 貸 倒 引 当 金 戻 入 益 161 - 161△         

( う ち 国 債 等 債 券 損 益 ）

( う ち 金 融 派 生 商 品 損 益 ） 246△         171 417
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㈱仙台銀行　平成22年3月期　第1四半期決算短信

２２２２．．．．金融再生法金融再生法金融再生法金融再生法ベースベースベースベースののののカテゴリーカテゴリーカテゴリーカテゴリーによるによるによるによる開示開示開示開示（（（（個別個別個別個別））））

・平成21年6月末の金融再生法開示債権の残高(要管理債権以下の合計額)は、平成21年3月末比6億円増加の
　236億円となりました。
・総与信に占める割合は、平成21年3月末比0.14ポイント上昇の4.75％となりました。

（単位：億円） （参考） （単位：億円）

（参考）

（注）上記の平成21年６月末の計数は、「金融機能の再生のための緊急措置に関する法律施行規則」第４条に
　　　規定する各債権のカテゴリーにより分類し、当行の定める「資産の自己査定基準」に基づき、平成21年
　　　６月末を基準日として実施した資産査定結果による債務者区分（※）を前提としております。
　　　　　

※ 債務者区分との関係 
「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」：（実質破綻先、破綻先債権）
　　　　　　　　　　　　　「危険債権」：（破綻懸念先に対する債権）
　　　　　　　　　　　　「要管理債権」：（要注意先に対する債権のうち、元本または利息の支払が3ヵ
　　　　　　　　　　　 　月以上延滞している債権及び貸出条件を緩和している債権）

３３３３．．．．自己資本比率自己資本比率自己資本比率自己資本比率（（（（国内基準国内基準国内基準国内基準））））

（参考）

（注）上記予想値は、経営環境に関する前提条件の変化等に伴い変動することがあります。

単体Tier1比率 6.1％程度

5.6％程度 5.66％

平成21年9月末(予想値)

単体自己資本比率

以下の開示債権額の割合

平成21年3月末（実績）

8.96％8.6％程度

・平成21年9月末における自己資本比率は、連結が8.6％程度、単体が9.0％程度となる見込みです。

6.20％

平成21年9月末(予想値) 平成21年3月末（実績）

9.0％程度 9.31％

159

23

破 産 更 生 債 権 及 び

これらに準ずる債権

危 険 債 権

要 管 理 債 権

小　　　計

正 常 債 権

合　　　計

連結自己資本比率

連結Tier1比率

総与信に占める要管理債権

4,9714,955

4,735

263

4,692

平成21年3月末

85

121

236

124

31

80

平成20年6月末 平成21年6月末

79

4.61%4.75%5.30%

23

230

4,755

4,985
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４４４４．．．．時価時価時価時価のあるのあるのあるのある有価証券有価証券有価証券有価証券のののの評価差額評価差額評価差額評価差額（（（（個別個別個別個別））））

（単位：億円） （参考） （単位：億円）

 評価差額  評価差額  評価差額

その他有価証券

株式

債券

その他

（注）１．各四半期末における時価は、それぞれ各四半期末時点における市場価格等に基づいており、「うち益」

　　　　　「うち損」は、「評価差額」の内訳であります。

　　　２．売手と買手の希望する価格差が著しく大きい変動利付国債については、市場価格を時価とみなせない状

　　　　　態にあると判断し、経営者の合理的な見積りに基づく合理的に算定された価額により評価しております。

　　　３．子会社・関連会社株式で時価のあるものはございません。

【参考】満期保有目的の債券に係る含み損益は以下のとおりであります。

（単位：億円） （参考） （単位：億円）

 含み損益 含み損益 含み損益

５５５５．．．．保有目的保有目的保有目的保有目的をををを変更変更変更変更したしたしたした有価証券有価証券有価証券有価証券（（（（個別個別個別個別））））

　　当第1四半期会計期間中に、満期保有目的の債券10億円について、債券の発行者の信用状態の著しい悪化を理由

　に保有目的を変更し、その他有価証券に区分しております。この変更による経常利益及び税引前当第1四半期純利

　益への影響はありません。

６６６６．．．．デリバティブデリバティブデリバティブデリバティブ取引取引取引取引（（（（個別個別個別個別））））
（１）金利関連取引

（単位：億円） （参考） （単位：億円）

（注）ヘッジ会計を適用しているデリバティブ取引は、上記記載から除いております。

（２）通貨関連取引

（単位：億円） （参考） （単位：億円）

（注）ヘッジ会計を適用しているデリバティブ取引は、上記記載から除いております。

　　　

35 239 291

・平成21年6月末の「その他有価証券」の評価差額は、9億円の評価損となりました。

△ 11 8 19満期保有目的の債券 335 △ 31

評価損益 契約額等 時価 評価損益

区
分

種類
平成20年6月末

契約額等 時価 評価損益

4

店 頭

取引所

-

区
分

種類
平成20年6月末

－ - -

-

150

-取引所

店 頭

－ -

金利ｵﾌﾟｼｮﾝ △ 1

平成21年6月末

△ 24 5 29

-

平成21年3月末

-

契約額等 時価

価額 価額 うち益 うち損価額うち益 うち損 うち益 うち損

平成21年3月末

帳簿 帳簿 帳簿

平成20年6月末 平成21年6月末

76 △ 21 0 21

1,478 7 12 4

101 △ 25 4 29

1,655 △ 38 17 55

平成21年3月末

時価

うち益 うち損

93 △ 13 2 16

1,462 18 21 2

114 △ 14 3 17

1,669 △ 9 27 36

平成20年6月末 平成21年6月末

時価

うち益 うち損

時価

うち益 うち損

84 △ 10 1 11

1,520 △ 17 2 19

113 3 9 6

1,718 △ 23 13 37

150 1150 0 1 03

-

平成21年3月末

契約額等 時価 評価損益 契約額等 時価 評価損益

- -

平成21年6月末

契約額等 時価 評価損益

-- - -- - -

－ - -- - -- - - -
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（３）株式関連取引

該当事項はありません。

（４）債券関連取引

該当事項はありません。

（５）商品関連取引

該当事項はありません。

（６）クレジットデリバティブ取引

該当事項はありません。

（７）複合金融商品関連取引

（単位：億円） （参考） （単位：億円）

（注）１．契約額等については、当該複合金融商品の購入金額を表示しております。

　　　２．時価については取引先金融機関から提示された価格等に基づき算定しております。

　　　３．組込デリバティブについては、時価の測定を合理的に区分して測定できないため、当該複合金融商品全体

　　　　　を時価評価し、評価損益を貸借対照表のその他負債に計上しております。

　　　４．当第1四半期においては、平成21年3月期末からの評価損益差額である１億円を、損益計算書のその他業務

　　　　　収益に計上しております。

　　　

評価損益

50

契約額等

平成21年3月末

市場取
引以外
の取引

50 44 △ 5
複合金融商品
（貸出金）

△ 544

時価

△ 450 45

契約額等 時価 評価損益

区
分

種類
平成20年6月末 平成21年6月末

評価損益契約額等 時価
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７７７７．．．．預金等預金等預金等預金等、、、、預預預預かりかりかりかり資産資産資産資産、、、、貸出金貸出金貸出金貸出金のののの残高残高残高残高（（（（個別個別個別個別））））

・平成21年6月末の預金等残高は、公金預金が減少したものの、主力の個人預金が堅調に推移した
　ことなどから、前年同月末比36億円増加の7,503億円となりました。　　
・預かり資産残高は、金融市場の混乱により投資信託が減少したものの、公共債が国債を中心に
　堅調に推移したことなどから、前年同月末比24億円増加の354億円となりました。
・貸出金残高は、消費者ローンなどが減少したものの、地方公共団体向け貸出及び中小企業向け
　貸出が増加したことなどから、前年同月末比17億円増加の4,922億円となりました。

① 預金等残高

（単位：億円） （参考）（単位：億円）

預金等（末残）

うち個人預金

うち法人預金

うち公金預金

（注）預金等残高＝預金＋譲渡性預金

② 預かり資産残高

（単位：億円） （参考）（単位：億円）

うち生命保険

うち個人年金保険

うち一時払終身保険

（注）生命保険残高は、成約累計残高としており、解約分は考慮しておりません。

③ 貸出金残高

（単位：億円） （参考）（単位：億円）

貸出金（末残）

うち中小企業向け貸出

うち消費者ローン

うち住宅ローン

以　上

2,013

27

0

29

1

4,934

3,438

平成21年3月末

28

0

1,419

1,242

1,947 1,960

933

69.67%

1,382

1,227

1,385

1,223

7,314

5,722

1,108

461

346

225

91

29

224

98

預かり資産残高（末残）

うち公共債

うち投資信託

330

183

118

559

5,830

1,114

354

538

平成21年3月末平成20年6月末 平成21年6月末

平成20年6月末 平成21年6月末 平成21年3月末

7,466 7,503

5,773

1,107

うち中小企業等向け貸出

平成20年6月末 平成21年6月末

3027

4,905

3,396

4,922

3,381

うち地方公共団体向け貸出 950 1,027

中小企業等貸出比率 69.22% 68.69%
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